
中期経営計画の変遷ご参考

Transformation 2017 “TF2017”
2015~2017

Transformation 2020 “TF2020” 
2018~2020 

Vision 事業構造変⾰による成長基盤の整備 成長機会の創出と成長基盤の確立

事業
環境

（策定当初）

 新興国の成長に伴うエネルギー需要の継続的な拡大

 石油・ガスの開発、生産工程の生産技術革新

 情報通信技術（ICT）の進展と産業基盤への浸透

 原油価格の急激な変動

 競争激化の懸念

 市況の悪化、競争環境の激化
原油価格低迷、新興国経済の成長鈍化等想定以上の変化

 お客様の設備投資意欲低下
CAPEX停滞⇔OPEX堅調

 既存事業伸び悩み
エネルギー系に依存、売上・物量横ばい等

 成長モデル転換
デジタル技術革新、SDGs等の外部環境変化が機会に

戦略

経営
指標と
目標

 強固なお客様基盤を生かしビジネスが拡大・成長、最重
要課題である収益性が向上

 得意とする業種で価値提供の幅を広げ、財務面において
バランスシートを改善

  COVID-19の感染拡大の影響による劇的な変化を受け、
目標未達
 得意とする業種で価値提供の幅を広げ、財務面において
バランスシートを継続的に改善

課題

 物量に左右されない抜本的な収益性の向上、変革の
スピードに課題

 激変する事業環境下で中長期的に企業価値向上してい
くため、TF2017で目指した変革を進化させるだけでなく、
抜本的な事業構造の変革が必要

 変化したお客様ニーズへの対応 
“お客様の事業変革をリード”
生産性向上、リモートや安心安全をテーマとしたソリューションのニーズ
拡大の中、DX等デジタル技術を活用したソリューションの提供

 コスト構造改革、費用効率向上
施策の完遂と効果の刈り取りを継続、人比例のビジネスからの脱却

 人財の質の転換
デジタル技術の発展やお客様ニーズの変化により、革新的ソリューション
の重要性が高まる中、既存分野から革新分野へのリソースシフトおよび
シフトした人財のケイパビリティ強化

Digital
Transformation

お客様と共に
生産性革命を実現

経営効率の飛躍的な向上

イノベーションを
通じ、サステナブル
な価値を創造

 
既存事業の

変革

グループ全体最適による
生産性向上

新事業と
ビジネスモデル変革への挑戦

目標 実績
ROE 11%以上 8.1%
ROA 6%以上 4.8%
売上高 4,400億円 4,066億円
営業利益 450億円 327億円
ROS 10.2% 8.0%
EPS 100円以上 80.27円
営業CF 1,000億円 1,031億円

目標 実績
受注高成長

3~5%/年
▲3.9%/年

売上高成長 ▲2.7%/年
EPS成長 7~9%/年 ▲3.6%/年
ROS 10%以上（2020年度） 8.4%
ROE 10%以上（2020年度） 6.5%
オーガニックFCF 850億円以上（3年累計） 688億円

「お客様フォーカス」
へ変⾰

「新しい価値づくり」
へ変⾰

「高効率グローバル
企業」 へ変⾰

 お客様との関係性を重視したビジネ
ス展開に注力
 お客様基盤で事業を拡大

  ICT進展は新たなビジネスチャンス
  企業・業界横断の効率化、最適化で
価値を共創

 全機能・業務でグローバル最適実現
 競合企業に勝てるコスト構造へ

3 コーポレート成長戦略
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